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「
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
苦
難

を
も
誇
り
と
し
ま
す
。
わ
た
し

た
ち
は
知
っ
て
い
る
の
で
す
。

苦
難
は
忍
耐
を
、
忍
耐
は
練
達

を
、
練
達
は
希
望
を
生
む
と
い

う
こ
と
を
。
希
望
は
わ
た
し
た

ち
を
欺
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。」

　

こ
れ
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
新
約
聖
書

の
「
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
」

五
章
の
冒
頭
に
書
い
て
あ
る
文

章
で
す
。
お
そ
ら
く
三
十
年
近

く
の
間
、
私
も
幾
度
か
は
読
ん

だ
り
聞
い
た
り
し
て
き
た
は
ず

な
の
で
す
が
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
本
当
の
意
味
で
こ
の
言
葉
に

出
会
っ
た
の
は
、
三
年
前
の
朝

の
礼
拝
時
で
し
た
。
そ
れ
は
当

時
の
一
学
年
と
一
緒
に
行
っ
た

田
沢
湖
で
の
ス
キ
ー
教
室
最
終

日
の
こ
と
で
す
。
讃
美
歌
を
歌

い
、
聖
書
朗
読
（「
ロ
ー
マ
の
信

徒
へ
の
手
紙
」
五
章
三
節
か
ら
）、

説
教
者
の
お
話
、
お
祈
り
、
讃

美
歌
と
い
う
流
れ
で
礼
拝
は
進

み
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
文
面

を
目
に
し
た
と
き
、
私
は
説
教

者
の
話
に
集
中
で
き
ず
、
自
分

の
頭
の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
と
思
い

を
巡
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

（「
苦
難
を
も
誇
り
」　

そ
れ

は
普
通
避
け
た
い
も
の
だ
し
逃

げ
出
し
た
い
も
の
だ
よ
な
…
誇

り
に
す
る
っ
て
？
…
「
苦
難
は

忍
耐
を
」　

ど
う
し
て
こ
の
二

つ
の
言
葉
が
つ
な
が
る
の
？
忍

耐
を
生
む
？
つ
く
る
っ
て
？

う
ー
ん
…
「
忍
耐
は
練
達
を
、

練
達
は
希
望
を
生
む
」
オ
ー
、

そ
う
か
、
耐
え
て
我
慢
し
な
が

ら
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
ん
だ
。

何
と
か
苦
難
を
解
決
し
よ
う
と

工
夫
す
る
姿
勢
か　

そ
し
て
練

習
し
て
力
を
つ
け
れ
ば
苦
難
を

の
り
越
え
ら
れ
る
。
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
た
末
は
苦
難
か
ら
解

放
さ
れ
る
わ
け
だ　

な
る
ほ
ど

「
希
望
」
が
わ
い
て
く
る
よ
う

な
感
じ
が
す
る
ぞ　

ま
さ
に
目

の
前
に
い
る
生
徒
た
ち
そ
の
も

の
だ　

あ
ん
な
に
苦
労
し
て
い

た
初
心
者
も
今
は
楽
し
そ
う
に

滑
っ
て
い
る　

勉
強
だ
っ
て
オ

レ
の
指
導
し
て
い
る
野
球
だ
っ

て
、
結
局
は
こ
の
言
葉
の
と
お

り
じ
ゃ
な
い
か　

）
と
。
そ
し

て
実
は
説
教
者
も
、
ま
さ
に
ス

キ
ー
教
室
に
参
加
し
、
初
め
は

悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
初
心
者
が
、

今
で
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
楽

し
く
滑
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し

て
い
る
の
で
し
た
…
。　

　

私
た
ち
人
間
は
常
に
成
長
し

続
け
ま
す
が
、
特
に
高
校
三
年

間
は
著
し
い
成
長
を
遂
げ
る
時

期
と
い
わ
れ
ま
す
。
高
校
へ
入

学
し
た
「
少
年
・
少
女
」
は
、

卒
業
す
る
時
に
は
精
神
的
に
た

く
ま
し
い
、
ま
さ
に
「
青
年
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
困

難
（
＝
「
苦
難
」）
と
出
合
い
、

悩
み
な
が
ら
そ
し
て
遅
々
と
し

て
進
ま
ぬ
自
分
に
腹
を
立
て
た

り
耐
え
忍
び
（
＝
「
忍
耐
」）
な

が
ら
、
力
（
＝
「
練
達
」）
を
つ

け
て
い
く
、
そ
し
て
そ
の
先
に

卒
業
（
＝
「
希
望
」）
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
、
私
に
と
っ
て
そ
れ
は

三
年
生
を
送
り
出
す
卒
業
式
が

あ
り
、
ま
た
、
聖
書
の
御
言
葉

に
触
れ
た
ス
キ
ー
教
室
の
朝
を

思
い
出
す
時
な
の
で
す
。

３月…卒業、スキー教室
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０
社
企
業
担
当
者
と
交
流

五
十
嵐
之
雄
氏
逝
去

名
誉
教
授
・
元
教
養
学
部
教
授

元
文
学
部
教
授

加
藤　

孝
氏
逝
去
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簿
記
会
計
講
座
」の

開
講
に
つ
い
て

　

学
校
法
人
東
北
学
院
の
平
成
十

四
年
度
予
算
が
、
三
月
四
日
の
評

議
員
会
お
よ
び
理
事
会
で
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
、
成
立
し
た
。

　

平
成
十
四
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
私
学
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

が
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
国
の
経
済
状
況
が
な
お

回
復
の
兆
し
を
見
出
せ
な
い
で
い

る
こ
と
な
ど
も
考
慮
し
、
教
育
研

究
条
件
の
整
備
充
実
と
質
的
水
準

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
、
財

政
基
盤
の
確
立
と
健
全
な
財
政
運

営
を
目
指
し
て
従
来
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
編
成
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
十
四
年
度
の
事
業

と
し
て
は
、
�
大
学
部
門
で
は
、

段
階
的
に
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
室

に
空
調
設
備
を
導
入
し
て
い
く
計

画
に
従
い
本
年
度
は
土
樋
・
泉
両

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
そ
の
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
土
樋
キ
ャ
ン

パ
ス
の
建
物
の
耐
震
補
強
工
事
を

は
じ
め
と
す
る
教
育
研
究
施
設
の

整
備
充
実
を
図
る
。
ま
た
、
各
種

補
助
金
制
度
の
活
用
を
視
野
に
入

れ
た
教
育
研
究
活
動
の
奨
励
、
経

済
的
に
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対

す
る
奨
学
事
業
の
充
実
と
学
費

ロ
ー
ン
制
度
利
用
者
へ
の
利
子
補

給
支
援
事
業
、
さ
ら
に
は
、
法
科

大
学
院
設
置
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
検
討
作
業
と
財
源
の
準
備
等
の

予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
�
中

高
移
転
事
業
に
つ
い
て
は
、
造
成

工
事
と
並
行
し
校
舎
等
建
物
と
屋

外
運
動
場
の
設
計
作
業
を
進
め
る
。

　

次
に
収
入
に
つ
い
て
は
、
幼
稚

園
の
学
納
金
の
改
定
、
大
学
で
の

学
年
進
行
に
伴
う
学
納
金
の
自
然

増
等
に
よ
り
前
年
度
補
正
予
算
よ

り
若
干
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

手
数
料
は
志
願
者
の
減
少
を
考
慮

し
、
補
助
金
は
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑

み
減
額
計
上
し
た
。

　

他
方
、
支
出
で
あ
る
が
、
人
件

費
に
つ
い
て
は
教
職
員
の
新
規
採

用
お
よ
び
給
与
の
定
期
昇
給
等
を

見
込
ん
だ
も
の
の
、
退
職
給
与
引

当
金
が
減
少
し
た
た
め
総
額
と
し

て
は
減
額
計
上
し
た
。
教
育
研
究

経
費
は
、
教
育
研
究
活
動
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
た
め
の
諸
事
業
、

奨
学
金
の
充
実
お
よ
び
学
費
ロ
ー

ン
の
利
子
補
給
制
度
の
新
設
な
ど

学
生
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
事

業
、
統
合
事
務
シ
ス
テ
ム
の
機
器

更
新
、
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

の
継
続
お
よ
び
教
育
研
究
施
設
の

改
修
工
事
等
に
つ
い
て
予
算
措
置

を
講
じ
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
建
物
の
減

価
償
却
に
つ
い
て
は
耐
用
年
数
が

十
年
間
短
縮
さ
れ
る
の
で
償
却
費

用
増
を
見
込
み
増
額
計
上
し
た
。

管
理
経
費
は
、
統
合
事
務
シ
ス
テ

ム
の
機
器
更
新
お
よ
び
総
合
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
継
続
、
耐
用
年

数
変
更
に
伴
い
減
価
償
却
費
用
が

増
加
す
る
た
め
増
額
計
上
し
た
。

　

以
上
、
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
る
が
、
特
に
教
育
研
究

活
動
に
つ
い
て
は
支
障
を
来
す
こ

と
の
な
い
よ
う
適
正
な
編
成
に
努

め
た
。
な
お
、
予
算
の
規
模
は
別

表
の
通
り
で
あ
り
、
帰
属
収
入
が

約
百
六
十
五
億
四
千
万
円
（
対
前

年
度
補
正
予
算
比
九
十
九
・
六
六

％
）、
消
費
収
入
は
約
百
五
十
四
億

五
千
万
円
（
同
一
〇
一
・
八
四
％
）、

消
費
支
出
は
約
百
五
十
四
億
五
千

万
円
（
同
一
〇
二
・
〇
七
％
）
と

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
消
費
収
支

差
額
は
、
平
成
十
四
年
度
で
約
五

百
万
円
の
収
入
超
過
、
累
積
で
は

約
十
億
二
千
万
円
の
収
入
超
過
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
資
金
収
支
に
お
い
て
は
、

約
四
百
四
十
六
億
一
千
万
円
（
対

前
年
度
補
正
予
算
比
九
十
八
・
〇

七
％
）
と
な
り
、
次
年
度
へ
繰
り

越
す
支
払
資
金
と
し
て
約
二
百
六

十
三
億
七
千
万
円
（
同
一
〇
三
・

七
七
％
）
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

東
北
学
院
大
学
就
職
部
の
平
成

十
三
年
度「
企
業
と
東
北
学
院
大

学
と
の
就
職
懇
談
会
」が
、二
百
十

の
企
業
か
ら
二
百
五
十
人

の
人
事
関
係
者
と
、田
口
誠

一
理
事
長
、倉
松
功
学
長
を

は
じ
め
と
す
る
七
十
一
人

の
本
学
関
係
者
が
参
加
し

て
、二
月
十
二
日
、仙
台
市
内

の
勝
山
館
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、東
北
学

院
大
学
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、本

学
学
生
が
学
部
・
学
科
で
習

得
し
た
専
門
知
識
や
能
力

を
発
揮
し
、多
様
な
職
種
に

対
応
で
き
る
人
材
で
あ
る
こ
と
と

企
業
の
発
展
に
役
立
つ
人
材
で
あ

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　

懇
談
会
は
、は
じ
め
に
高
橋
彌

穂
就
職
部
長
が
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、本
学
学
生
の
採
用
に
対

す
る
謝
辞
を
述
べ
、続
い
て
倉
松

学
長
が「
地
の
塩
、世
の
光
」た
る

人
材
の
育
成
を
目
指
す
本
学
の
建

学
の
精
神
に
由
来
す
る
教
育
方
針

と
、本
学
の
お
け
る
大
学
改
革
に

つ
い
て
話
さ
れ
理
解
を
求
め
た
。

出
村
彰
副
学
長
の
乾
杯
の
発
声
で

歓
談
に
移
り
、会
場
で
は
和
や
か

な
語
ら
い
と
名
刺
交
換
が
行
わ
れ
、

幅
広
く
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
後
、

関
根
正
行
副
学
長
の
閉
会
の
辞
で

会
を
閉
じ
た
。

 

早
く
も
就
職
活
動
本
格
化

　

昨
年
十
一
月
に
厚
生
労
働
省
と

文
部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
た
四

年
生
の
就
職
内
定
率
は
、前
年
同

時
期
を
若
干
上
回
っ
た
も
の
の
依

然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て

お
り
、長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響

な
ど
で
企
業
の
雇
用
環
境
悪
化
が

続
く
な
か
、就
職
部
で
は
三
年
生

を
対
象
に
昨
年
十
月
よ
り
、就
職

情
報
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
業
界
研
究

講
座
を
実
施
す
る
な
ど
、個
々
の

学
生
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
就
職

情
報
の
提
供
や
指
導
を
講
じ
て
お

り
、内
定
獲
得
を
目
指
し
て
就
職

活
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

学
生
へ
の
支
援
策
を
一
層
強
め
て

い
る
。

　

東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
で
元

教
養
学
部
教
授
の
五
十
嵐
之
雄
氏

が
、
一
月
十
四
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

七
十
三
歳
。

　

同
氏
は
、
昭
和
二
十
九
年
東
北

大
学
文
学
部
卒
。
三
十
二
年
同
大

学
文
学
部
大
学
院
社
会
学
科
修
士

課
程
卒
。
公
立
高
校
な
ど
で
教
鞭

を
執
っ
た
後
、
昭
和
三
十
二
年
か

ら
東
北
学
院
大
学
助
手
に
迎
え
ら

れ
、
四
十
七
年
教
授
。
社
会
学
な

ど
担
当
。
平
成
九
年
定
年
退
職
。

遺
族　

塩
釜
市
大
日
向
町
七
―
五

 
五
十
嵐　

悟
様

　

元
文
学
部
教
授
（
史
学
科
）
の

加
藤
孝
氏
が
、
二
月
二
十
五
日
に

逝
去
さ
れ
た
。
八
十
三
歳
。
近
親

者
の
み
で
葬
儀
が
行
わ
れ
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
十
四
年
東
北
学

院
高
等
学
部
文
科
第
一
部
卒
。
公

立
高
校
な
ど
で
教
鞭
を
執
っ
た
後
、

昭
和
四
十
二
年
か
ら
東
北
学
院
大

学
文
学
部
助
教
授
に
迎
え
ら
れ
、

四
十
五
年
教
授
。
考
古
学
を
担
当
。

六
十
年
退
職
後
も
嘱
託
教
授
と
し

て
務
め
た
。

遺
族　

仙
台
市
泉
区
加
茂
五
丁
目

―
二
八
―
四　
　

加
藤　
　

登
様

　

東
北
学
院
大
学
経
理
研
究
所
主

催
の
平
成
十
四
年
度
「
簿
記
会
計

講
座
」
は
、
五
月
七
日
（
火
）
か

ら
次
の
と
お
り
開
講
し
ま
す
。

◎
開
講
コ
ー
ス

　

�
基
礎
コ
ー
ス
／
商
業
簿
記

　

�
中
級
コ
ー
ス
／
商
業
簿
記

　

�
中
級
コ
ー
ス
／
工
業
簿
記

◎
対
象

　

在
学
生
・
卒
業
生

◎
開
講
時
間

　

三
コ
ー
ス
と
も
午
後
五
時
四
十

分
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
講
義
回
数

　

二
十
回
（
予
定
）

◎
受
講
料
（　

）
内
は
卒
業
生

　

基
礎
コ
ー
ス　

一
万
五
千
円

（
一
万
七
千
円
）

　

中
級
コ
ー
ス　

一
万
六
千
円

（
一
万
八
千
円
）

 　

テ
キ
ス
ト
代
が
別
に
必
要
で

す
。

◎
講
師

　

本
学
教
員
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の
税
理

士
・
会
計
士

　

基
礎
コ
ー
ス
に
関
し
て
は
簿
記

会
計
の
初
歩
か
ら
行
い
ま
す
の
で
、

初
学
者
の
方
も
安
心
し
て
受
講
で

き
ま
す
。

　

案
内
書
等
の
請
求
、
受
講
の
問

い
合
わ
せ
等
は
経
理
研
究
所
（
�

０
２
２
―
２
６
４
―
６
３
４
０
）

ま
で
。
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！

！

！
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！

！


